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北上外縁帯の地質

あかし

白亜紀(先宮古世)地殻変動の証を追って

杉本幹博(金沢大学)

1.はじめに

北上山地に広く発達する申･古生層は山地のほぼ中

央を横切る超塩基性岩の卓越する地帯(早池峰構造帯)を

はさんで南側と北側で層相構成･地質構造を異にする

ことが知られている.

南側地域(南部北上山地)が概して化石にとんだ演海性

堆積物からなりドｰム･べ一スン構造をもつのに対し

て北側地域(北部北上山地)にはチャｰト･輝緑凝灰岩

を伴ういわゆる地向斜堆積物が発達し化石に乏しく

ほぼ一様に西方へ急傾斜した帯状構造が卓越するのであ

る.

この相違は二畳系～ジュラ系にとくにいちじるしく

両地域のおかれた地質環境がかたり異質であったことを

物語っている.しかし白亜紀初頭には同様の安山

岩質火成活動があり引き続く榴曲･断裂一花商岩の貫

入もほぼ同時期に生じていてこの時期以降両地域は類

似した発達吏をたどりはじめたようである.

北上山地北東部一北上外縁帯にはこの白亜紀地殻変

動前後の記録(堆積物)カミよりよく保存されている.と

くに北部陸中海岸ぞいでは激しく榴曲･変形し花

闇岩に貫入されたジュラ紀～白亜紀の地向斜堆積物カミ

ほとんど時間間隙をもたたい後造山期堆積物によって

いちじるしい傾斜不整合でおおわれるありさまがよく観

察される.

この地殻変動の記録は北上外縁帯(岩泉帯･目ヨ老帯)

の発達史をきわだたせるばかりでなくおそらく地南斜

一造山帯の普遍的発達過程をあきらかにするうえでも重

要な手カミかりとたるものであろう.

小論では“海のアノレプス"北部陸中海岸ぞいに残され

た白亜紀地殻変動の証一宮古層群基底の不整合一を中心

に北部北上山地一北上外縁帯の地質のあらましを紹介

したい.

2.北部北上山地の地質のあらましと白亜紀地殻変動

早抱峰構造帯(吉田宙片岡!964)の北東側を占める北

部北上山地は層相･構造･地質時代の特徴にもとづい

て酉から東へ北部北上帯･岩泉帯･田宅帯に区分される.

各帯の境界は葛巻構造線･田老構造線である(吉国1966

島津ら1970杉本1972など)(第1･2図).

北部北上帯にはおもに二畳系からなる上部古生界が広

く発達するが一部に三畳系も存在するようである.粘

板岩･チャｰトが卓越し火山岩片の多い細～中粒砂岩

輝緑凝灰岩石灰岩薄層を伴う地向斜堆積物からなるが

詳細はあきらかでなく層序区分がなされているのはき

わめて限られた地域である.

あとでやや詳しく記すように岩泉帯は三畳系･ジュ

ラ系を含む地向斜性下～中部中生界を主とする地層から

なるが一部に二畳系も存在するようである.田宅帯も

同様の地向斜性中生界(ジュラ系～元宮古統下部白亜系)か

らなり岩泉帯･田宅帯は本州区(北部北上帯)の東外

側の中生代地質区(北上外縁帯)を構成している.

各帯を構成する地層の地質時代は一般により東側のも

のほど新しく層相･構造の特徴をも考慮すると巨視

的には地向斜堆積盆地の最大沈降域が時代の進行ととも

に相対的により東方(太平洋側)へ移動した経緯が推論さ

れている(杉本1974ab吉田1975など).

写真1北部陸中海岸の景観

100mをこえる断崖カミ海に臨む�
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また各帯の配列方向はいくぶん異たっていてより

東側のものほどより南北に近い方向(現在の海岸線の描

くアｰクに調和する方向)をもっておりこのため東南部

の宮古以南では岩泉帯の地層が全く欠如していて田宅

帯が1花筒岩貫入瑞寺は生んで北部北｣二帯と接している咀

さらに帯状配列をなす北部北上山地の芦唖紅花筒岩類

(岬篶197王)は三言1として東半部の中生層分布地域に集

咋1しているが堵泉帯1田宅帯の尖部では中生層のな

す摺賄構造とほぼ調和した方向に配列しており造構造

過程で両者が何らかの関連をもったことが予僧される.

とく紀最東列のものは田宅帯の分布ときわめてよく符

合しており後述する原地､鴫火山岩類とのいわゆる

榊王C独()一{t㎝iCaSS㏄iationが考えられている(蟹沢

1974など).

ところで上記各帯の地向斜堆積物はほぼ一様に西方

へ急傾斜し激しい構造変形をうけさらに白亜紀花庸

岩類の貫入をうけているがこれらは宮古層灘(下部白

亜系･宮古統)久慈層群(上部白亜系･浦河統～ヘトナイ統)

沢廻層･横道層(上部白亜系)などのいわゆる後造山期堆

積物によって不整合におおわれている.

この顕著た不整合で示される地殻変動は一般に大島

造山運動(Ko趾…且･1941)あるいは宮城造山運動(半沢

1954)として知られているカミ名称のゆかりの地である

南部北上山地には後造山期堆積物は発達しておらずま

た陸域～浅海性堆積物の卓越する地域に広汎な花騎岩

の貫入を伴う造山運動が生じるのも従前の地向斜一造山

論では律しきれない側面を伴っているようである.さ

らに大島造山運動の時期の上限を定めた宮古層離基底

第1図北上山地の地質繊造区分
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(岩泉帯)

(田宅帯)
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1蟻問木平層李彗函凝灰岩

噛蓋'帰憂麗覇石英安山岩

11｡轟.木沢畑層■王綴安山岩

E≡]粘板岩･珪質頁岩

国砂岩･粘板岩

国含角礫砂岩

(模式断面図)E]動物･植物化石

〆､珍

(岩泉帯)

第3図北上外縁帯(岩泉帯･

/二(田宅帯)

田宅帯)主部の層序･模式断面図

写真2槙木沢橘.夢の大橋の完成はかつて陸の孤島といわれたこ

の地域を急速に発展させた

の不整合は今目的意義ではあきらかに構造区を異にす

る北部北上山地にあり加えて宮古層群の基盤を注す北

部陸中海岸地域の地向斜堆積物は当時はすでに安定

地塊化した“古生層"と考えられていたのである.

既述のとおり現在では地殻変動一花嵩岩貫入のほ

ぼ直前まで北部北上山地東縁に中生代地向斜が発展した

経緯があきらかとなり造山運動の時期も層位関係にも

とづいて原地山層堆積後一宮古層灘堆積前というきわ

めて限定された期間に定められている.原地山層･宮

古花開岩の放射年代値も上記の層位関係とよく一致する

ようである(柴岡1978).

このように北上山地全域に及々だ白亜紀地殻変動の

あかし

証は北上外縁帯一北部陸中海岸においてより明瞭に

みとめられるのである.

写真3

槙木択層中部の砂岩層(左).清水野背斜の東翼をだし東方カミ上

位を示す級化層理をもち逆転している(右)(第4図地点B)

写真4直立した小本層の粘板岩･砂岩･凝灰岩互層.東方が上位

を示す堆積構造をもつ(第4図地点A)�
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第4図閨老帯主部地質図〔南半部はおもに姥子･吉国(1971)島灘･1垣中･薄困(1970)による〕

3.北上外縁帯(岩泉;詩･田宅

帯)の地質

3.1陸中海岸(田宅帯)の地向

斜堆積物

八戸一山田の陸中海岸ぞいに

発達する田宅帯の地向斜堆積物

は陸中層群とよばれ(小貫1969

杉本!969197近･)下位より槙

木沢層･腰廻層(ジュラ系)小

本層曲原地山層(元宮古統下部白

亜系)に区分される(第3図).

各層は整合･漸移関係にあるカミ

第2図に示したように分布の

西縁を断層(岡老構造線)および

花筒岩の貫入で絶たれており

現在露出する地層の大半は下部

白亜系の火山岩･火砕岩類(原

地山層)で占められている.

軍中層群は巨視的には1つの背

斜構造(清水野背斜)をなしてお

り南半部では帯状配列をたす

花闇岩の東縁の列カミこの背斜

軸にそって貫入しているようで

ある.

陸中層灘最下部の槙木沢層は

第3･4図に示すように南方

へ軸傾斜した清水野背斜の心部

を占め下部･上部はチャｰト

｡珪質頁岩･粘板岩が中部は

細～中粒グレイワッケ砂岩･粘

板岩が卓越している.槙木沢

橋(写真2)のかかる槙木沢中

～上流域には清水野背斜の東西

両翼をなす中部の砂岩･粘板岩

互層がともに酉傾斜で出現す

るが西翼は正常な累重関係

(n.rm.1｡｡d｡｡)を東翼は逆転

(0Vertum)を示す種々の堆積構

造を伴っている｡この東翼の

逆転構造は陸中馬鮮の各層に及

んでおり海岸ぞいの各所で観

察できる(写真3･4･5).

腰廻層はおもに中～粗粒の石

英にとんだグレイワッケ砂岩か

らなり粘板岩と互層するとこ�
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ろ粘板岩角礫片を多量に含むところなどカミある.

中部に挾まれるチャｰトはよく連続するが島の越北方

のハイペｰ平井賀では淡緑色珪質凝灰岩･珪質頁岩に移

行している(第8図).上部の砂岩にきわめてまれに

石灰岩レンズを掠み小本川南岸(第7図地点I)から

鳥ノ巣型珊瑚･層孔坦化石などが採集されいる(長谷

1956など).

小本層は粘板岩･砂岩･凝灰岩･安山岩などの薄層が

ひんぱんに指交する地層で前期白亜紀中～酸性火成活

動の茄芽期の堆積物にあたり下位のジュラ系の2層と

は堆積環境をかなり異にしている.小本付近の数ケ所

(第7図地点J･Kなど)から貝化石の他に州脆0〃α,

αα3砂肱麻,0〃ツ6ん砂3{∫などの領石植物化石灘に対比

写真5

東方が上位(逆転)を示す斜交層理

(小本層)(第8図地点N)

写真6

北山崎からの展望

原地山層上部の石英安

山岩が巨大往海食崖を

つくる

写真7

岩泉の象徴宇霊羅山(604m)

安家層石灰岩から放る手前の低

地一帯に後造山期堆積物(沢廻層)

が断層で接して発達する裏側に

龍泉洞がある�
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される植物化石を産する(Yム｡｡1914).明戸ロｰ弁

天崎の有料道路(シｰサイドライン)ぞいでは逆転を示

す斜交層理･級化層理などの堆積構造(第8図地点N

写真5)上位の原地山層との漸移関係が観察される.

原地山層は熔岩･火砕岩を主とする地層で一般に下

部に暗緑色の輝石安山岩質岩が中～上部に褐色～灰白

色の石英安山岩～流紋岩質岩が卓越する.中･上部に

凝灰質砂岩･粘板岩･凝灰岩が薄く指交する部分を挾ん

でいる.これらの火山岩･火砕岩類は八戸･種差海岸

から山田にいたる陸中海岸ぞいに点々と分布し黒崎･

北山崎(写真6)をはじめ各所に壮大な海食崖を形成し

ている.

原地山層の火成活動は南部北上山地の最下部白亜系

鮎川層直上の山鳥層･鼎浦層･新月層たどに対比される

もので南北両山地の関連性を考察するうえで重要であ

る.北上山地のこの時期の火山噴出物は現在ではほ

とんど削蜘されているげれども当時は現在各地に散在

する花開岩をネックとしておそらく陸域をなしていた

であろう西側内陸部の古生層分布地域をも広くおおって

いたであろうことが予想されている(片田1974).そ

してこの時期の一連の造山性火山活動･花開岩の貫入

に際してたまたまより不安定な沈降性可動域として存

在していた表層地域(岩泉･田老地向斜帯)ほど結果的

により強く岩体の貫入･配列方向に規制された榴曲･分

布形態をもつようになり前記の調和的関係をもつに至

ったのであろう.また当時の主沈降域(おもに因宅地

向斜帯)には大量の火山噴出物が一連の地層として堆積

しその後の差別的隆起量を反映して削剥をまぬがれ

固老帯に原地山層として保存されているのであろう.

これらの火成活動と西南目本内帯の後期中生代酸性火成

活動の対応関係が注目されると同時に田宅帯のはるか

東方に予想される花開岩貫入帯の東縁線(Mム鵬mム･nd

U･…1971の“M･gm.ti.f｡｡nt")の延長が頂南日本の

外帯にでは柱く領家帯南縁付近に連続するように見え

ることも東北日本と西南日本の後期中生代の発達史を

比較するうえで興味深いことである.

陸中層鮮の地向斜堆積物はおおむね西方へ急使斜し

構造変形をうけさらに花開岩類(110～120m.y.)の貫

入をうけて変質しているがこれら一連の変動は原地

山層堆積後一宮古層灘堆積前という層位学的に限定され

た期間に生じたことは既述のとおりである.

3.2内陸部(岩泉帯)の地向斜堆積物

陸中海岸から十数㎞内陸に入った岩泉帯にも激しい地

殻変動をうけて榴曲し白亜紀花筒岩類の貫入をうけて

変質した地向斜堆積物が分布している(第2図).

これらの大部分はつい最近まで漠然と“古生層"と

みなされていたものであるがしだいに中生界を含むこ

とがあきらかになってきた(島津ら1970杉本1972

1974aなど).

第3図に示したように岩泉帯主部の山根一山形地域

に広く発達する地向斜堆積物は下位より茅森層群(上

部三畳系)岩泉層灘(ジュラ系を主とする)に区分され

る.芽森層群は背斜の心部を占めて分布しさらに木

沢畑層(チャｰト曲粘板岩相)間木平層(粘板岩･砂岩相)

に区分される.両層の石灰岩レンズから助{g0〃0胴α

沢山川鰯¢漱状熔岩

鶏濾¢)あとがみ完る�
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α肋砂伽且ろ肱〃α地化石灘に相当するコノドント化石

を産し上部三畳系とみ放される(村田･杉本1971).

岩泉層群は巨視的には2背斜3向斜をなして広い範囲

に分布しており下位より沢山川層(安山岩･凝灰岩相).

安家層(石灰岩相)･高屋敷層(粘板岩･含角礫砂岩相)｡

関層(チャｰト･粘板岩相)･合戦場層(砂岩相)･大鳥層

(チャｰト相)･大坂本層(粘板岩相)に区分される.

沢山川層から中生代(ジュラ紀?)型石灰藻化石高屋敷

層から鳥ノ巣型珊瑚化石･層孔虫化石を産する.多く

の場合各層は互に大規模狂衝上性縦走断層で接していて

直接の関係はあきらかにしえたいことカミ多いカミ分布･

構造の調和性などから基本的には一連の堆積物とみたさ

れている.

これら岩泉帯の地向斜堆積物も岡老帯の地層と同様

に後造山期堆積物(上部白亜系一古第三系)によってい

ちじるしい傾斜不整合でおおわれておりここでも白亜

紀地殻変動の証をみることができる(杉本1976棚井ら

1978匁ど).

岩泉帯の地向斜堆積物にはさまざまな堆積相カミみら

れるカミ沢山川層には大量の枕状熔岩カミ特徴的に発達し

(写真8)しだいに凝灰岩質一石灰岩質となって上位の

安家層石灰岩に漸移する状態カミ各所で観察される.石

灰岩分布地域は雄大なカルスト台地をなし大小多数の

鍾乳洞が発達しているが安家洞(元村)龍泉洞(岩泉)

はとくに大規模で一部は一般に公開されている(写真

9･10).

あかし

4白亜紀地殻変動の証一宮古層群基底の不

整合を追って

白亜紀(元宮古世)地殻変動の証は宮古一弁天崎の北

部陸中海岸にそって観察することができる(第4図).

これらの地域では榴曲･逆転した陸中層群の地向斜堆積

物とこれを貫く花嗣岩類を宮古層群の後造山期堆積物カミ

いちじるしい傾斜不整合でおおっている.

模式地付近の宮古層灘は全体として200m内外の層厚

をもち下位より羅賀層(礫岩相)･田野畑層(含礫砂岩･

偽層砂岩･砂質泥岩相)･平井賀層(石灰質砂岩･0グ肋･伽α

貝殻質砂岩相)･明戸層(泥質砂岩相)に区分される(花井

ら1968)がおもに外洋性の沿岸～浅海成堆積物から

なり多種類の化石を含みゆるく東方へ傾斜する単純

な構造をもっていて基盤をなす陸中層灘とはきわだ

った層相･構造の相違をみせている.

写真9龍泉洞洞内2,500m深さ120mの地底湖が美くしい

安家層石灰岩に発達する

灘羅轍溺羅顧鰯一

難

写真10龍泉洞龍泉新洞(自然洞穴科学館)の平面図と断面想定図

(岩泉町発行資料による)�
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二:::日影町1::::`.H

翻浄土ケ渓流紋岩`.三:薫歎'･1断

固宮古層群(羅賀層)礫岩:::1…lll;擦慧

嘉国花1斑岩該幾･淋

白回花嗣岩

正

系原騒安山岩集塊岩凝灰岩

地騒砂岩･粘板岩互層

匿ヨ粘板岩･砂岩互層

山

騒嚢粘板岩･凝灰岩互層

層雲翼凝灰岩･石英安山岩

囚断層

[コ走行傾斜

区]流理構造

�

100･A遣

舞5図宮古一浄土ケ浜地域地質図･断面図(杉本醐4)

写真11花開岩(宮古岩体Gr)を不整合におおう宮古層灘(羅賀層)の礫岩(第5図地点D)

瞠､5図に示すように種々の地質系統が複雑に交

淘苅でゆるく東方へ僚斜するが熊野町北方一一

帯でははぽWポW鵠邊Sの構澄をもつ原地山

写真12浄土ケ浜二百数十等の音盤鏡和尚がさながら極楽浄土のよう

と讃嘆したといわれる白色紙密の流紋岩からなり第5図地点Eなどで

宮古層群を貫く�
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慶璽原地山層[コ花商号皿㎜1宮古層群.[目段丘堆積物

第6図田老一真崎地域地質図(島津･田中･吉田1970)

�

結･

､6

小ス

τ2

,フ

.■'･･｡･1･j...･､■■'1･

繋1㌻

�〰�ね

白

⑩

ε邊

邊

セ譲驚､山ヒ
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ゐ･.'

･･Te鱗…､.町'

⑭

割･鉄5

[≡コ海岸段丘堆積物

皿㎜皿宮古層群(礫岩･砂岩)

□花商斑岩

麗翻原地山層(安山岩･凝灰岩)

騒小本層(粘板岩･砂岩喧凝灰岩)

匿饗腰廻層(砂岩･粘板岩)

第7図茂師一小本地域地質図

写真13花鯛岩(閏潔岩体)登不整合1ぴ批う宮古層群(羅賀層)

の礫岩花開岩壁に記された2本の白線は津波の巨大さ

を伝えでいる(第6図地点F)

写真14原地山層安山岩を不整合におおう宮古層群(田野畑層)

“ノ･ツトンの不整合"を想わせる(第7図地点G)

写真15原地山層を“つぎたし状"不整合におおう宮古層群(田畑野層)

の砂岩(第7図地点亘)�



一25一

写真16摺繭･逆転した槙木沢層上部(Ma)一腰廻層下部(K)の酉傾斜した地層を不整合におおう宮古層構(M).

では原地山層(H)を不整合におおう(第8図地点L)

右手後方の弁天瞭

田老一真崎岡老町市街～三王にかけては宮古層灘

の下･中部層が小規模に発達している(第6図).ここ

では羅賀層の礫岩が原地山層を貫く花開岩(田老岩体)を

不整合におおうのカミ観察される(地点Fなど写真13)･

山･､､'1:κ(､圭..｡､､,

,,､1川…'･()'･喝

明戸口

､箪

!◎弁天崎

また北方の真崎では羅賀層を欠いて田野畑層の砂岩が

直接原地山層の火山岩を不整合におおっている.

7＼

/＼一

葦×､

＼!

沖ノ越

鵬馴宮古層群

騒瓢〕1

誌]1

自顯

第8図島ノ越一平井賀一弁天崎地域地質図

茂師一熊ノ鼻第7図に示すように小本川が海に

注ぐ交通の要所小本南方の茂師一熊ノ鼻海岸でも同様の

不整合関係をみることができる.ここではN6ぴW

50.Wの走向･僚斜をもつ原地山層下部の逆転した安山

岩･凝灰岩層をN20.E30.Eの構造をもつ宮古層灘

が見事な不整合をなしておおっている(地点G写真14).

不整合面は起伏にとみ炭質物薄層をはさんで砂岩層が

直接安山岩をおおうところ(地点F)基底部に大～団円

礫を伴うところ柾ど多様で熊ノ鼻では“つぎたし状"

におおっている(地点H写真15).

島ノ越一平井賀一弁天崎

れる島ノ越一明戸口海岸では

層を不整合におおっている.

原地山層の分布がとぎ

宮古層灘が腰廻層りト本

第8図に示すようにこ

写真17弁天瞭で原地山眉石英安山岩を不整合におおう宮古層群の基底礫

岩.直径1mをこえる巨礫が発達する(第8図地点O)�
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第9図北上山地一北海道南西部における究宮古統中生層の分布および主要

化石産地(杉本1977)

の地域の陸中層灘はほぼN60b～70W35b～8ぴWの走

向･傾斜をもつが清水野背斜の東翼をなしていて全

体カミ逆転している.写真16は島ノ越港から北方を遠望

したもの(地点L)であるが中央に東方へゆるく傾斜す

る宮古層灘が西方へ傾斜する腰廻層下部(砂岩)一榎木

沢層上部(珪質頁岩)の逆転層をいちじるしい傾斜不整

合でおおっている.同様の不整合関係はノ･イペから明

戸口にいたる各地でみとめることができるが羅賀北岸

では羅賀層礫岩を欠いて岡野畑層の砂岩か直接腰廻層を

おおっている(地点Mなど).写真16の右手後方の有料

道路にそっては原地山層中･上部カミ露出するカミ東端の弁

天崎に再び宮古層灘カミ出現し原地山層の石英安山岩を

不整合におおっている.ここでは基底部に直径1mを

こえる巨礫が発達している(地点O写真17).

宮古層灘の陸上における分布は弁天崎が北限であるカミ

さらに北方の野田玉川海津(島津･寿岡1962)久慈西

方八戸･種差海岸(杉本1975)などでは原地山層･岩

泉帯の中生層･花闇岩類を宮古層灘の上位層にあたる久

慈層群(上部白亜系)などの後造山期堆積物が不整合にお

おっておりこれらの地域でも白亜紀(元宮古世)地殻

変動の存在を間接的に知ることができる(第2図).

5.あとがき一反屋崎にて

北上山地では白亜紀地殻変動一花筒岩貫入カミ南側

地域･北側地域などの異なった地質構造区にわたって広

範囲に生じている.それはこれらの変動がそれまで

固有の発達史をたどってきた表層の動きとは独立した地

下深部のできごとに帰因することを示唆しているように

も思われる.

尻尾層群

(ソユフ系)を貫く石英閃緑岩の上

に建っている夏は野馬が遊ぶ�
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策9図に示すように北上外縁帯の地向斜堆積物の大

部分はほぼ直接的に北海道南西部へ連続するようであ

り本州北涯の地下北半島尻屋崎(写真18)のジュラ系

にも激しい地殻変動の跡を認めることができる.

小論で紹介した白亜紀(元宮古世)地殻変動の壮大なる

広がりを想うときはるかに津軽海峡を隔てて横たわる

北海道主部(目高区)への構造発達吏的比較基準としての

この地殻変動の影響のもつ重要性があらためて強調され

るのである.
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